
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■  北九州コミュニティビジネス通信  第２号 ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

こらむ 第２話 ＜私がコミュニティビジネスにはまった理由＞ 

 

 

私は、もうすっかりコミュニティビジネスの魅力に取り付かれています。 

そもそも、私がコミュニティビジネスを知ったのは 6 年ほど前。細内信孝氏が書いたコミュニ

ティビジネスに関する一冊の本に出会ったことがきっかけでした。 

それまでの私は、市役所で中小企業支援の仕事をしていて、日夜、「どうしたら北九州市の

中小企業は元気を取り戻すのだろう」と悩んでいました。ちょうど景気も低迷していたころです。 

そのとき、ボランティアでもない、企業でもない“コミュニティビジネス”という新しい事業体が

地域を元気にする可能性を有しているという話を聞きました。私がおつきあいさせていただい

ている中小企業は、よく「儲からないけど○○さんが買いに来るから」とか、「先代の商売の伝

統を守っていきたい」とか言います。経営学では、その企業が優位となる領域や顧客を選択し、

より効率的に経営を行うことを“良し”とします。しかし、コミュニティビジネスは、もっぱら、効率

性の外側にいる人（いろんな意味でハンディキャップを持った人達）を対象とするのです。 

このように、コミュニティビジネスと地域でがんばっている中小企業とは似ているところがあり、

コミュニティビジネス的発想が中小企業の活性化に役立つのではないかと感じたことが、私が

コミュニティビジネスに興味を持った理由でした。 

その後、本を読みあさり、大学院に通い、コミュニティビジネスの勉強をしました。その結果、

コミュニティビジネスが地域において活動を活発化することが、地域の経済社会を再生してい

くのだという結論に達し、昨年 2月に、北九州コミュニティビジネス研究会を立ち上げた次第で

す。 

コミュニティビジネスが地域に根付くためには、まだまだ多くの方の支援を必要とします。皆

さんの理解とご協力をお願いします。 

 


